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「歩行空間における移動支援サービスのDXによる普及・高度化の実現」に向けた提言

従来の取組の課題

データ整備・更新が進んでいない 自動配送ロボット等への期待

歩行空間ネットワーク（NW）データ等の整備には現地調
査やパソコンでの入力作業を行う等時間と労力が必要なため、
自治体等による整備が進んでいない。また、一度整備されても
更新が進まない。

「人」だけでなく、今後活躍が期待される「モノ」を運ぶ自動
配送ロボットや自動運転車椅子等の移動にも、バリア情報を
含む歩行空間NWデータ等の活用可能性が高まっている。

社会環境の変化による新たなニーズの発生

技術の進展

データ取得・処理技術や測位技術の進展

高度なデータを容易かつ低コストで取得する技術や、膨大なデータ処理技術等の目覚ましい進歩、実際に
データが取得され公開されているプラットフォームやデータベースの登場、測位技術のさらなる高度化・高精度化
等、今後本施策をより効率的、効果的に進めるにあたり活用できそうな技術や環境が増えつつある。

本施策をより効率的に展開し、持続可能なものとしていくためには、
環境や情勢の変化や技術の発展・高度化に積極的に対応していくことが必要

～自動配送ロボット等を活用したビジネス拡大を、本施策の普及促進を早める機会として最大限に生かす～

新たな提言（令和5年3月）：

新たな提言の公表 -従来の課題や最新の動向を踏まえた今後の方向性
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（参考） 「歩行空間における移動支援サービスのDXによる
普及・高度化の実現」に向けた提言概要
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〈活動内容〉

1. シンポジウムの開催（年1回）

2. 広報活動（通年）

3. その他（講習会の開催など）

ほこナビDP

オープンデータ
サイト

歩行空間の3次元地図
ワーキンググループ

検
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）
・
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ー
ド
バ
ッ
ク

NWデータ自動整備
システム（３D対応）

3次元地図統合機能

施設データ管理機能

〈目指す拡充機能〉

歩行空間の移動円滑化
データワーキンググループ

歩行空間DX研究会

新たな提言を踏まえた取組の概要

• 令和5年6月、「人・ロボットの移動円滑化のための歩行空間DX研究会」、「歩行空間の
移動円滑化データWG」、「歩行空間の3次元地図WG」を設置。

• 現地実証等を踏まえた検討結果を、整備仕様の改定やオープンデータ化を支援するための
データプラットフォーム（ほこナビDP）へ反映し、全国各地域への普及・展開を図る。

• 本施策や本施策に関連する情報を
広く周知

• 人的・組織的なネットワークを拡大

研究会の活動を通じて、

検
討
状
況
や
成
果
等
を
情
報
提
供
・
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ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

実証実験等を踏まえたWGでの
検討結果を、ほこナビDPの機能
拡充や、整備仕様等へ反映。

ワーキンググループ

NWデータ更新システム

データの整備・管理・オープン
データ化の支援ツールとして
提供（予定）。

ほこナビDP
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